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家
庭
の
防
災

火
災
件
数
と
現
況

平
成
20
年
伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
で

は
62
件
と
前
年
同
様
の
件
数
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。（
下
図
参
照
）

■
昨
年
は
7
件
の
火
災
が
発
生

玉
城
町
内
の
火
災
は
７
件
で
、
種
別

で
は
建
物
火
災
が
５
件
、
林
野
火
災
、

車
両
火
災
が
各
１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
を
み
る
と
昨
年
よ
り
３
件
増

加
し
、
出
火
原
因
は
こ
ん
ろ
、
電
灯
電

話
の
配
線
、
マ

ッ
チ
ラ
イ
タ

ー
な
ど
で
す
。

ま
た
過
去

10
年
間
で
み

る
と
、
玉
城
町

は
平
均
８
件

の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
（
地
震
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
）
や
火
災
に
よ
っ
て
、
毎
年
貴
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
「
家
庭
の
防
災
」
と
し
て
、
こ
の

季
節
に
最
も
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
、
火
災
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

油が飛び散って火が広がるので逆効果。消火器で消火
すること。消火器がないときは、水にぬらしたシーツ
やバスタオルを手前からかけ、空気を遮断する。 
 
いきなり水をかけると感電するおそれが。まずコンセ
ントを抜くかブレーカーを切り、消火器で消火する(泡
消火器は感電のおそれがあるので使用しない)。 
 
カーテンは天井まで燃え広がる前に引きちぎり、消火
する。 
 
けり倒すのは、天井に火がうつらないようにするため。
足で踏んで消した後は、水をしっかりかけて消火する。 
 
近くに水があれば頭からかぶる。なければ寝転がり、
床や地面にこすりつけて消す。 
 
動揺しないように落ち着いて。 
 
 
ロープや縄ばしごを使って避難する。なければシーツ
やカーテンをつないだもので代用可。やむを得ず飛び
降りるときは、ふとんやマットレスなどクッションに
なるものを落としてから。 
 
上の階から出火した場合は階段を使って下へ。下の階
から出火した場合は外階段を使う。もし下に逃げられ
ない場合は、屋上の風上側で救助を待つ。 
 
頭から水をかぶるか、ぬらしたシーツを体全体に巻き
つけると効果的。 
 
煙を吸い込むと一酸化炭素中毒に。タオルやハンカチ
などで口と鼻を覆い、できるだけ低い姿勢で逃げる。 
 
地下街の出口は約60ｍごとにある。係員の誘導があ
るときは従うこと。 
 
店内放送にも注意すること。避難口がわからない場合
は、誘導灯に従い壁づたいに行動する。 
 

消
火
編 

避
難
編 

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

YES／NO

N O 
 
 

YES 
 

N O  

YES 
 

N O 
  

YES 
 
 
N O 
 
 

N O 
 
 

YES 
 
N O 
 

YES 
 

YES 

 

①油なべに火がついた場合、すぐに
水をかける 

②電気製品の出火時はコンセントを
抜くかブレーカーを切る 

③カーテンに火がうつったら急いで
水をかける 

④ふすまや障子などに火がついた場
合にはけり倒し、足で踏んで消す 

⑤衣類に火がついたらすぐに脱ぐ 

⑥髪の毛に火がついたら、化学繊維以外
の衣類やタオルなどを頭からかぶる 

⑦2階から脱出するときは迷わず飛び
降りる 

⑧ビルにいるときは、エレベーター
で1階に向かう 

⑨炎の中を通るときは一気に走り抜
ける 

⑩煙の中を逃げるときも、一気に走
り抜ける 

⑪地下街にいるときは壁づたいに逃
げる 

⑫デパートなどでは誘導員の指示に
従う 

イメージテスト（いざというときに備え…） 
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ずいぶんと日も長くなり、春の訪れが待ち遠しい
今日この頃であります。
1月4日に、2月22日に開催される「第2回美し国三
重　市町対抗駅伝」の結団式が行われました。吉岡
監督から、昨年の成績（町の部4位入賞）を上回りた
いとの力強い決意をお聞きし、今から楽しみにして
おります。当日は、みなさんの声援をよろしくお願
いします。
1月10日に、有田小学校創立百周年の記念式典に参
加しました。寒中にもかかわらず、大勢の卒業生や
PTAが参加し、盛会でありました。これまでの歩み
の重さを改めて痛感した次第であります。午後から
は、美和ロック（株）代表取締役会長の和氣正雄氏
をお招きし「第3回ふるさと講演会」を開催しました。
こちらも、会場は満員で、立錐の余地もないほどで、
大変好評をいただきました。ご多忙の中ご講演いた
だいた和氣会長をはじめ、有田小百周年実行委員会
のみなさんや関係者の皆様方に敬意を表す次第であ
ります。
1月11日には成人式が挙行され、昨年より17名多い
205名が、新たに大人の仲間入りとなりました。次代
の玉城を担う新成人の大いなる活躍に期待し、心か
ら祝福申し上げます。
先日から、役場1階ロビーで『城山乃町有となりし
時より八十年』と題した写真展を開催しています。
また、昨夏内堀で大輪の花を咲さかせた「大賀ハス」
を使ったアレンジメントが飾られ、何とも温かな雰
囲気を醸し出しています。是非お出かけ下さい。ご
協力いただきました、環の会 山出健二さん、下村麗
子さん、ありがとうございます。
最近、定額給付金の給付をよそおった「振り込め
詐欺」の横行が懸念されております。十分ご注意い
ただき、おかしいなと思ったら、迷わず役場や最寄
りの警察へご相談下さい。
現在、平成21年度の予算編成真っ盛りであります。
大変厳しい時勢でありますが、住民の皆様方のご協
力も得ながら、しっかり取り組んで行きたいと存じ
ます。

COLUMN in February,2009

町長

コラム
町長

コラム
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「
イ
メ
ー
ジ
テ
ス
ト
」
の
結
果
は

い
か
が
で
し
た
か
？
普
段
か
ら
の
火

災
は
防
火
を
除
け
ば
、
火
気
の
取
扱

不
注
意
や
不
始
末
で
起
こ
る
人
災
で

す
。
普
段
の
心
が
け
次
第
で
十
分
防

げ
る
た
め
、
防
火
意
識
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
義
務

三
重
県
で
は
昨
年
６
月
に
住
宅
用

火
災
警
報
器(

煙
式)

が
義
務
化
に
な
り

ま
し
た
。
住
宅
部
分

の
寝
室
、
避
難
経
路

と
な
る
階
段
に
「
煙
」

感
知
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

《
初
期
消
火
の
3
原
則
》

そ
の
1

早
く
知
ら
せ
る

・
大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫

び
、
隣
近
所
に
知
ら
せ
る
。
声
が

出
な
い
場
合
は
非
常
ベ
ル
や
音
の

出
る
も
の
を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。

・
ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も
必
ず
１
１

９
番
通
報
す
る

そ
の
2

早
く
消
す

・
火
が
横
へ
広
が
っ
て
い
る
う
ち
は

消
火
可
能
。

そ
の
3

早
く
逃
げ
る

・
火
が
天
井
に
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
避
難
す
る
。

火災警報器

平成21年1月15日　町長室にて

玉城町長

《
加
藤
禎
一
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
》

早
春
の
候

皆
様
方
に
は

益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
去
る
12
月
25
日
の
臨
時

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
か
ら
ず
も
教
育

委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
こ
の
度
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

地
方
の
教
育
行
政
の
最
前
線
に
あ
る
教
育

委
員
会
だ
け
に
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

４
月
か
ら
は
学
習
要
領
が
変
わ
っ
て
新

し
い
教
育
内
容
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学
校
で

は
子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」（
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
力
）
を
よ
り
一

層
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
が
行

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
や
学
校
だ
け
を
教
育
改
善

の
対
象
に
考
え
て
い
る
の
で
は
済
ま
な
い

時
代
に
な
り
、
大
人
社
会
全
体
が
子
供
の

健
全
な
成
長
・
発
達
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
の
現
状
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教

育
の
推
進
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
す
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

松
田
前
教
育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
加
藤
禎
一
氏

が
新
教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
20
年
12
月
25
日
か
ら
。
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ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や
か
に

彩
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前
で
12

月
13
日
、
第
４
回
冬
ま
つ
り
（
町
商
工

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
午
後
５
時
に

玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
始
ま

っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
保
育
園
児
が
作
っ

た
紙
コ
ッ
プ
製
の
「
と
う
ろ
う
」
点
灯

で
さ
ら
に
明
る
さ
を
増
し
、
田
丸
神
社

御
木
曳
奉
曳
団

お

き

ひ

き

ほ

う

え

い

だ

ん

の
木
遣

き

や

り
や
、
よ
さ
こ

Ta
m

a
k

i To
w

n
 R

ep
o

rt
注
目
の
話
題 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
豚
汁
・
甘
酒
・
ぜ
ん
ざ
い

な
ど
の
夜
店
も
あ
り
、
光
り
輝
く
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
、
体
も
心
も

温
ま
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
１
月
末
ま
で
点
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

暖
か
な
光
が
集
っ
た
冬
ま
つ
り

イ

成
21
年
新
春
恒
例
の
町
消
防
団

出
初
式
が
１
月
４
日
、
お
城
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
舌
古
団
長
以
下
65
人
の

団
員
が
参
加
。
今
年
一
年
の
無
火
災
・

無
災
害
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
通
常
点
検
、
来
賓
祝
辞
が

あ
り
、
辻
村
町
長
は
「
災
害
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
安
全
安
心
の

た
め
に
さ
ら
に
防
災
力
を
高
め
、
ま
す

ま
す
消
防
団
に
期
待
し
て
い
る
。」
と
訓

示
し
、
団
員
を
激
励
。
そ
の
後
、
優
良

団
員
や
永
年

勤
続
団
員
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
団
員
・
消
防
車
５
台
に

よ
る
分
列
行
進
、
一
斉
放
水
と
田
丸
城

跡
に
ア
ー
チ
を
描
き
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

●
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰
　

【
功
績
章
】

喜
早
　
光
雄

【
表
彰
徽
章
】

上
村
　
文
彦
　
　
田
中
　
太

上
村
　
和
弘
　
　
大
堀
　
智
也

●
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
優
良
章
】

中
西
　
徳
治

【
優
良
章
】

東
谷
　
豊
　
　
日
置
　
幸
良

福
盛
　
雅
子
　
矢
土
　
佳
代

●
玉
城
町
長
表
彰

右
優
良
章
に
同
じ

士
気
高
め
る
事
始
め

消
防
団
出
初
式

平

にぎわうJR田丸駅前

オープニングを飾る玉中吹奏楽部

一斉放水

通常点検をうける団員
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ｅ
Ｌ
―

Ｔ
Ａ
Ｘ
導
入
・

ｅ
―

Ｔ
Ａ
Ｘ

３
市
町
の
首
長
と
伊
勢
税
務
署
長

に
よ
る
電
子
申
告
開
始
届
書
の
送

信
を
行
う

月
７
日
、
伊
勢
市
役
所
で
伊
勢

市
、
玉
城
町
、
度
会
町
の
首
長

と
伊
勢
税
務
署
長
が
出
席
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
方
税
の
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
、
通
称
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

（
ｅ
Ｌ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
）」
の
導
入
に
あ
た
り
、

開
始
届
書
の
送
信
を
行
い
ま
し
た
。

国
税
の
電
子
申
告
が
で
き
る
「
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
）」
の
地
方

版
で
、
事
業
所
が
市
町
村
に
報
告
す
る

給
与
支
払
報
告
書
の
送
信
、
法
人
住
民

税
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申

告
が
で
き
る
も
の
で
、
全
国
各
自
治
体

が
導
入
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

１

三
重
県
囲
碁
の
祭
典

開
催月

23
日
、
志
摩
市
阿
児
ア
リ
ー

ナ
で
三
重
県
内
最
大
の
囲
碁
イ

ベ
ン
ト
「
第
14
回
囲
碁
の
祭
典
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
志
摩
市
出
身
の
羽
根

直
樹
本
因
坊
ら
が
見
守
る
中
、
総
勢
５

５
０
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
団
体
戦
Ｆ
グ
ル
ー
プ
で
玉
城
チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

玉
城
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

辻
田
順
一
、
栗
田
勇
、
谷
村
和
郎
、

加
納
守
、

田
元
弘

11

２
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅

伝
大
会
（
２
月
22
日
開
催
）
に

向
け
て
「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
の
結
団
式

が
、
１
月
４
日
に
中
央
公
民
館
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
津

市
の
三
重
県
庁
前
か
ら
伊
勢
市
の
県
営

陸
上
競
技
場
ま
で
の
４
２
・
１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
29
市
町
が
10
区
間
で
競

い
ま
す
。

結
団
式
で
は
、
今
回
「
玉
城
町
チ
ー

ム
」
と
し
て
大
会
に
臨
む
監
督
・
選

手
・
役
員
が
集
結
し
、
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
方
か
ら
、
激
励
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
チ
ー
ム
を
代
表
し
、

吉
岡
監
督
（
玉
城
中
学
校
　
陸
上
部
監

督
）
か
ら
「
み
ん
な
で
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
、
昨
年
度
（
町
の
部
４
位
入
賞
）

を
上
回
る
成
績

を
目
標
に
頑
張

り
た
い
」
と
の

力
強
い
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
、

町
内
で
は
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
玉
城

店
東
（
世
古
）

で
午
前
10
時
30
分
頃
か
ら
第
９
区
タ
ス

キ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
、「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
を
ぜ

ひ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

玉
城
町
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

監
督

吉
岡
孝
明

監
督
補
助

石
原
瑞
穂

第
１
区

（
小
学
生
女
子
）

中
村
紗
里
奈
・
中
東
香
菜

第
２
区

（
小
学
生
男
子
）

佐
野
緒
息
・
出
口
創
久

第
３
区

（
20
歳
以
上
女
子
）

槌
田
恵
理
香
・
神
田
奈
央
子
・

神
田
亜
佐
美

第
４
区

（
中
学
生
男
子
）

辻
井
三
嗣
・
筒
井
勇
仁

第
５
区

（
40
歳
以
上
男
子
）

岩

誠
二
・
大
森
和
彦

第
６
区

（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）

亀
田
裕
也
・
澤
田
知
伯

第
７
区

（
一
般
女
子
）

藤
原
裕
美
子
・
大
谷
愛
乃

第
８
区

（
中
学
生
女
子
）

角
　
綾
乃
・
中
村
葉
月

第
９
区

（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）

沖
見
英
里
・
中
村
祐
子

第
10
区

（
20
歳
以
上
男
子
）

南
　
綱
介
・
相
良
彰
吾

【
平
成
21
年
１
月
４
日
現
在
】

第
２
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
の
結
団
式

第

優勝した玉城チーム

届書の送信を行う玉城町長

「玉城町チーム」選手のみなさん
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▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
河
井
洋
子
氏
が
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任
委
員
に

伊
藤
正
明
氏
（
岡
村
）
を
推
薦
す
る
た
め

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

▼
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
益
法
人
制
度
改
革
を
行
う
た
め
「
一
般

社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り

民
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
及
び
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
夜
間

勤
務
手
当
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

施
設
の
利
用
に
か
か
る
実
費
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
町
営
プ
ー
ル
使
用
料

に
つ
い
て
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に

伴
い
、
土
地
７
筆
ま
で
又
は
建
物
７
棟
ま
で

を
１
件
と
し
て
件
数
に
応
じ
て
手
数
料
を
徴

収
す
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。
１
件
の
単
価

は
２
０
０
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

「
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
」
が
平
成
21
年
１
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改

平
成
20
年
第
７
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
11
日
開
会
し
、
条
例
改
正
を

は
じ
め
、
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
18
議
案
を
上
程
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
19
日
閉
会
し
ま
し
た
。

●
条
例
の
一
部
改
正

●
平
成
20
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

18
議
案
原
案
可
決

平
成
20
年
　
第
７
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

ひと + まち + くらし 

ウォッチング 

正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
関
す

る
協
議
つ
い
て

「
多
気
郡
大
台
町
、
度
会
郡
大
紀
町
中
学

校
組
合
」
が
平
成
21
年
３
月
31
日
で
三
重
県

市
町
公
平
委
員
会
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
三

重
県
市
町
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
つ
い
て

前
議
案
の
「
多
気
郡
大
台
町
、
度
会
郡

大
紀
町
中
学
校
組
合
」
が
平
成
21
年
３
月

31
日
で
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
及
び
「
木
曽
岬
町
」
が
４
月

１
日
か
ら
加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

１
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

43
億
８
千
万
円
と
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

町
税：

個
人
町
民
税
の
６
７
９
万
６
千
円

の
増
額

地
方
交
付
税：

地
方
税
等
減
収
補
て
ん
措
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２
０
８
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
５
千
６
７
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
繰
越
金
の
減
額
と
、
諸
収

入
、
繰
入
金
の
増
額
、
歳
出
で
は
物
件
費

な
ど
管
理
運
営
費
を
増
額
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
で
雑
入
の
増
額
に
よ
り
、
１
４
６

万
８
千
円
を
増
額
し
、
歳
出
で
は
、
委
託

料
、
需
用
費
等
の
増
額
と
工
事
請
負
費
等

の
減
額
で
、
１
４
６
万
８
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

５
３
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
８

億
２
千
３
２
６
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
で
、
地
域
支
援
事
業
費
２
１
万
７
千

円
及
び
保
険
料
還
付
金
２
８
万
５
千
円
の
増

額
が
主
な
も
の
で
す
。
歳
入
で
は
、
こ
れ
に
伴

う
繰
入
金
の
精
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

７
３
１
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
１
億
７
千
４
２
３
万
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

歳
入
で
は
、
保
険
料
７
９
１
万
７
千
円

の
減
額
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
歳
出
で
、
広

域
連
合
納
付
金
７
２
９
万
２
千
円
を
減
額

し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

収
益
的
収
支
の
支
出
で
営
業
費
用
の
原

水
費
、
配
水
費
、
総
係
費
で
５
３
万
４
千

円
の
増
額
、
資
本
的
収
支
の
収
入
の
分
担

金
で
１
千
２
３
５
万
９
千
円
の
増
額
、
支

出
で
水
道
拡
張
費
で
３
千
１
８
９
万
６
千

円
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
収
益
的
収
支

の
収
入
で
、
雑
収
益
５
万
４
千
円
の
増
額
、

支
出
で
、
処
理
場
費
と
総
係
費
で
３
５
万
８

千
円
の
増
額
で
す
。
ま
た
、
資
本
的
支
出
で
、

予
算
の
組
み
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

追
加
議
案

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
松
田
隆
作
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て
、
玉
城

町
岡
出
90
番
地
、
中
川
長
文

な
か
が
わ
お
さ
ふ
み

氏
を
選
任
し

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

現
在
施
工
中
の
田
丸
小
学
校
空
調
防
音

工
事
内
容
の
一
部
変
更
に
伴
う
、
変
更
請

負
契
約
の
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

助
金
の
減
額

農
林
水
産
費：

県
単
土
地
基
盤
整
備
事
業

の
採
択
に
よ
る
農
道
舗
装
補
修
工
事
請
負

費
１
千
５
２
２
万
５
千
円
の
新
規
計
上
、

県
営
事
業
関
係
の
減
額

商
工
費：

次
年
度
桜
ま
つ
り
準
備
委
託
料

の
計
上
、
山
村
振
興
事
業
会
計
へ
の
繰
出

金
の
増
額

土
木
費：

維
持
補
修
費
、
新
設
改
良
費
の

事
業
費
精
査

消
防
費：

広
域
消
防
庁
舎
改
修
工
事
の
新

規
計
上

教
育
費：

田
丸
小
学
校
の
空
調
整
備
事
業

の
精
査
、
玉
城
中
学
校
の
火
災
関
連
の
費

用
、
民
族
資
料
館
解
体
費
用
、
中
央
公
民

館
の
水
道
管
布
施
替
工
事
の
新
規
計
上

公
債
費：

地
方
債
利
子
の
精
査

予
備
費：

年
度
末
を
見
込
み
減
額

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

５
千
４
１
６
万
２
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
12
億
９
千
５
８
６
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
、

１
千
３
８
２
万
８
千
円
、
療
養
給
付
費
交

付
金
４
千
８
９
８
万
５
千
円
の
増
額
な
ど

で
、
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
６
千
９
２

７
万
７
千
円
の
増
額
、
共
同
事
業
拠
出
金

１
千
２
９
０
万
２
千
円
の
減
な
ど
で
す
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

置
分
の
確
定
に
伴
う
１
６
２
万
４
千
円
の

増
額

分
担
金
負
担
金：

保
育
所
入
所
者
数
の
増

加
な
ど
に
伴
う
１
７
３
万
８
千
円
の
増
額

国
庫
支
出
金：
障
が
い
者
関
係
の
国
庫
支

出
金
の
増
額
、
地
方
道
路
整
備
事
業
臨
時

交
付
金
及
び
小
学
校
空
調
整
備
補
助
金
減

額
等
に
よ
る
増
減
で
１
千
９
０
９
万
８
千

円
の
減
額

県
支
出
金：

県
単
土
地
基
盤
整
備
事
業
補

助
金
６
０
０
万
円
、
衆
議
院
議
員
選
挙
等

委
託
金
６
４
１
万
円
の
新
規
計
上
、
事
業

費
の
過
不
足
調
整
に
よ
る
増
減
で
２
千
１

７
万
７
千
円
の
増
額

財
産
収
入：

財
政
調
整
基
金
の
利
子
収
入

な
ど
で
７
０
万
９
千
円
の
増
額

寄
付
金：

ふ
る
さ
と
寄
付
金
２
５
０
万
円

の
新
規
計
上
、
福
祉
寄
附
金
２
６
５
万
６

千
円
の
増
額
。

諸
収
入：

玉
城
中
学
校
の
火
災
に
伴
う
共
済

金
な
ど
で
５
９
６
万
９
千
円
の
増
額

地
方
債：

県
営
事
業
に
伴
う
農
林
水
産
債

２
千
２
４
５
万
円
の
減
額
　
な
ど

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

総
務
費：

衆
議
院
議
員
選
挙
費
用
の
新
規

計
上

民
生
費
・
社
会
福
祉
費：

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
及
び
心
身
障
害
者
福
祉
費
の
増
額

児
童
福
祉
費：

有
田
保
育
所
駐
車
場
整
備

工
事
１
３
１
万
１
千
円
の
新
規
計
上

衛
生
費：

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
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「
税
」
の
申
告
は
お
早
め
に

税
務
住
民
課
（
５
８
）
８
２
０
１

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
・
納
税
の
期
限

と
、
平
成
21
年
度
住
民
税
の
申
告
は
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
で
き
る
限
り
ご
自
分
で
記
入
の
う
え
、
郵

送
に
よ
る
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
及
び
消
費
税
確
定
申
告

の
無
料
税
務
相
談
所
の
お
知
ら
せ
】

１．

会
場
及
び
開
設
日
時

▼
場
　
所

い
せ
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

▼
期
　
間

２
月
16
日
（
月
）
〜
19
日
（
木
）

※
相
談
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
開
始
し
、
午
後
４
時

に
終
了
い
た
し
ま
す
。（
正
午
か
ら
１
時
間
は
休
止
）

な
お
会
場
の
混
雑
状
況
等
に
よ
っ
て
は
早
め
に
受
付

を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
会
場
へ
は
で
き
る
限
り
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
が
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

※
消
費
税
の
相
談
に
当
た
り
、
計
算
が
複
雑
で
あ
っ
た

り
、
記
帳
及
び
記
録
の
保
存
状
態
が
著
し
く
不
備
で

あ
る
場
合
な
ど
、
申
告
書
の
作
成
に
長
時
間
要
す
る

場
合
に
は
、
税
務
署
等
の
確
定
申
告
会
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方
、
贈
与
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
等
は
税
務
署
等
の
確
定
申
告
会
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

２．

対
象
と
な
る
方

①
平
成
19
年
分
の
所
得
金
額
（
青
色
申
告
特
典
控
除
前

及
び
専
従
者
控
除
前
）
が
３
０
０
万
以
下
の
方

②
消
費
税
課
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
基
準
期
間

（
平
成
18
年
分
）
の
課
税
売
上
高
が
３
０
０
０
万
以

下
で
、
か
つ
①
に
該
当
す
る
方

３．

持
参
い
た
だ
く
も
の

○
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
平
成
20
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
書
、
青
色
申
告
決
算
書
又
は
収
支
内
訳
書
、

平
成
20
年
分
消
費
税
確
定
申
告
書
、
付
表
、
課
税
取

引
金
額
計
算
表

○
平
成
18
、
19
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
書
及
び
決
算

書
等
（
控
）

○
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控
除
の
証
明
書
・
領
収
書
（
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
等
、

小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
証
明
書
、
生
命
保
険
料
控

除
証
明
書
（
一
般
・
個
人
年
金
）、
地
震
保
険
料
控

除
証
明
書
、
医
療
費
等
の
領
収
書
等
）、
印
鑑
、
預
貯

金
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
、
電
卓
及
び
筆
記
用
具

【
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
申
告
を
お
忘

れ
な
く
】

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
に
入
居
し
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
お
り
、
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
控
除
し
き
れ
な
い
方
は
、

翌
年
度
住
民
税
よ
り
そ
の
分
を
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
と
し
て
受
け
る
た
め
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
告
方
法

○
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方
（
給
与
収
入
の
み
で
年
末

調
整
で
申
告
さ
れ
る
方
）

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
と
源
泉
徴
収

票
を
役
場
税
務
住
民
課
ま
で
直
接
又
は
郵
送
で
提
出
。

○
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
を
確
定
申

告
書
に
添
え
て
、
伊
勢
税
務
署
ま
で
直
接
又
は
郵
送
で

提
出
。

（
な
お
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
場
合
な
ど
確
定
申
告

書
と
一
緒
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
控
除
申
告
書
の

み
伊
勢
税
務
署
へ
）

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.tam

aki.m
ie.jp

）
に

掲
載
し
て
い
る
「
申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
」
を
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
申
告
書
は
税
務
住
民
課
で
も
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
】

住
民
税
申
告
書

〒
５
１
９
―
０
４
９
５
　
田
丸
１
１
４
―
２

玉
城
町
税
務
住
民
課
（
５
８
）
８
２
０
１

所
得
税
の
確
定
申
告
書

〒
５
１
６
―
８
５
１
１
　
岩
渕
１
丁
目
２
―
２
４

伊
勢
税
務
署
（
２
８
）
３
１
９
１

※
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、「
＊
」

で
「
２
」
を
押
す
と
通
じ
ま
す
。
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T
E
L

０
５
９
―
２
２
４
―
２
２
９
４

・
三
重
県
津
保
健
福
祉
事
務
所
総
務
企
画
室
企
画
課

T
E
L

０
５
９
―
２
２
３
―
５
２
９
４

児
童
館
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
７
３
７
３

児
童
館
か
ら
の
お
願
い

児
童
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も
た
ち
が
遊

ぶ
、
一
輪
車
・
野
球
セ
ッ
ト
・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
絵

本
・
D
V
D
な
ど
有
り
ま
し
た
ら
児
童
館
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。「
新
品
歓
迎
し
ま
す
。」

な
お
、
汚
損
・
破
損
の
目
立
つ
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
」
巡
回
相
談

▼
日
に
ち

２
月
４
・
18
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
「
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
三
重
」
開
催

▼
日
に
ち

３
月
８
日
（
日
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
　
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

▼
対
　
象

県
民

▼
内
　
容

華
道
家
　
假
屋
崎
省
吾
氏
の
特
別
講
演
を

は
じ
め
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
岸
朝

子
氏
の
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

▼
参
加
費

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
（
来
場
先
（
三
重
）
・
〒
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
年
齢
・
T
E
L
な
ど
）
記
載
し
、
左
記

宛
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
往
復
ハ
ガ
キ
に
２
名
ま

で
申
込
み
可
能
で
す
）
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nittokyo.or.jp

）
か
ら
も
申
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
先

〒
１
０
１
―
８
３
２
３

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
２
―
10

（
株
）
日
本
経
済
広
告
社

「
２
０
０
８
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
宛

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
重
県
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
室

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
　
（
５
８
）
８
２
０
３

■
佐
田
墓
地
前
路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

佐
田
墓
地
お
参
り
の
際
、
町
道
南
浦
第
１
号
線

（
永
楽
橋
〜
久
瀬
医
院
を
結
ぶ
町
道
）
の
路
上
駐
車
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

幅
員
が
狭
く
、
小
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の
で
、
公
民
館
前
か
焼
香
場

横
空
き
地
（
墓
地
南
側
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【社会福祉協議会】
［12月17日］

●UIゼンセン同盟ミマス労働組合　様　　 20,000円
［12月22日］

●京セラミタ（株） 様 419,161円
●京セラミタ労働組合　様 20,000円

［1月6日］

●ふるさと味工房アグリ　様 63,624円
［1月7日］

●（株）玉城　様 500,000円

ありがとう手帖 ありがとう手帖 ありがとう手帖 

《ふるさと応援寄附金（12/1～12/31）》
●濱田実、小林幸一、渡辺辰雄、三輪篤史、西村昭徳様ほ
か5名の方から、総額119万円のご寄附をいただきました。

※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町HPで紹介しています。

住
民
登
録
は

正
し
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

税
務
住
民
課
　
（
５
８
）
８
２
０
１

住
民
登
録
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

世
帯
主
と
の
続
柄
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
引
越
し
な
ど
で
住
所
を
移
し
た
方
は
、
速

や
か
に
住
民
登
録
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
現
住
所
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
方
や
登
録
が

抹
消
さ
れ
た
ま
ま
の
方
は
正
し
い
住
民
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
被
害
者
の
方
は
、
申
し
出
に

よ
っ
て
新
た
な
住
所
地
で
も
住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
な
ど
を
制
限
で
き
ま
す
。

I n f o r m a t i o n  2  - F e b r u a r y -
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■
平
成
21
年
度
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
申
し
込
み
受
付

平
成
21
年
度
入
所
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付
け

ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
９
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

▼
対
象
児
童

町
立
小
学
校
に
通
学
す
る（
予
定
者
含
む
）

小
学
１
・
２
・
３
年
生
（
心
身
に
障
害
が

あ
る
児
童
は
６
年
生
ま
で
）

▼
申
込
資
格

児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
、
労
働

等
に
よ
り
対
象
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
お

よ
び
役
場
生
活
福
祉
課
備
え
付
け
の
「
玉
城
町
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
護
者
（
65
歳
以
下
の
同
居
の
保
護
者
含
む
）
の
就
労

証
明
書
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
入
所
承
認

関
係
書
類
を
審
査
の
上
、
３
月
上
旬
決
定
し
ま
す
。

▼
利
用
料

月
額
５
０
０
０
円

▼
申
込
用
紙
等
の
配
布

１
月
26
日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
そ
の
他
当
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

春
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
等
の
臨
時
申
し
込
み
方
法

は
本
紙
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
体
調
を
く
ず
し
や
す
い

季
節
で
す
。
し
か
し
、
冬
だ
か
ら
こ
そ
水
た
ま
り
に

は
っ
た
氷
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
り
、
暖
か
な
陽
だ

ま
り
に
ホ
ッ
と
し
た
り
…
、
ま
た
こ
ど
も
の
か
じ
か

ん
だ
手
を
温
め
て
や
る
と
い
っ
た
ふ
れ
あ
い
に
も
心

が
和
み
ま
す
。

今
回
は
お
父
さ
ん
が
育
児
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
お
話
で
す
。

児
童
精
神
科
医
の
佐
々
木
正
美
先
生
が
行
っ
た
育
児

に
関
す
る
調
査
で
、
ど
う
い
う
と
き
に
育
児
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
夫
と
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木
先
生
に
よ
る
と
、
お
父
さ
ん
が
育
児
に
協
力

し
て
く
れ
る
と
感
じ
る
場
合
に
は
、
お
母
さ
ん
は
疲
労

を
感
じ
に
く
く
、
苛
立

い

ら

だ

ち
も
感
じ
に
く
い
と
い
う
こ
と

が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
だ
そ
う
で
す
。
入
浴
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
と
か
、
泣
い
た
ら
あ
や
し
て
く
れ
る
と
か
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
夫
が
育
児
を
協
力
的
に
手
伝
っ
て
く

れ
る
と
育
児
に
対
す
る
不
安
も
小
さ
い
の
で
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
興
味
深
い
結
果
が
あ
り
ま
す
。

育
児
は
ほ
と
ん
ど
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
が
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
夫
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
満
足
を

感
じ
て
い
る
お
母
さ
ん
は
同
じ
よ
う
に
疲
労
を
感
じ
に

く
い
し
、
苛
立
ち
に
く
い
し
、
不
安
も
感
じ
に
く
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
佐
々
木
先
生
は
著
書
の
中
で
こ
う
書

い
て
い
ま
す
。「
少
な
く
と
も
子
ど
も
の
父
親
と
い
う
の

は
、
こ
ど
も
の
母
親
、
つ
ま
り
奥
さ
ん
と
十
分
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
よ
う
で
す
。
育

児
そ
の
も
の
を
実
際
に
手
伝
え
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奥
さ
ん
と
会
話
を
す
る
こ
と

も
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。」
と
…
。

お
父
さ
ん
も
こ
の
厳
し
い
社
会
の
中
で
、
毎
日
家
族

の
た
め
に
必
死
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ど
も
を
真
ん
中
に

し
て
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る

姿
を
見
な
が
ら
育
つ
こ
ど
も
は
と
て
も
幸
せ
な
の
で
し

ょ
う
ね
。
と
も
に
人
生
を
生
き
て
い
く
夫
婦
が
い
た
わ

り
あ
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
れ
ば
、
こ
ど
も
は
必
ず
安

心
し
て
生
き
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
総
合
支
援
室
　
T
E
L
（
５
８
）
７
３
７
３

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

⑨

説
明
会
を
３
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
児
童
ク
ラ
ブ

T
E
L
（
５
８
）
８
５
２
７

梅
が
お
か
児
童
ク
ラ
ブ

T
E
L
（
５
８
）
８
３
４
５

い
な
ほ
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ

T
E
L
（
５
８
）
３
９
５
６

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
総
合
支
援
室
）

T
E
L
（
５
８
）
７
３
７
３

役
場
生
活
福
祉
課

T
E
L
（
５
８
）
８
２
０
３

町立保育所園庭開放のご案内
２月４日（水）（田丸保育所・有田保育所）
２月18日（水）（外城田保育所・下外城田保育所）

※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。
外城田 58-3925 田丸　　　58-3077
有田 58-4411 下外城田　58-4932
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T a m a k i  T o p i c s

要 

保健（母子） 

子育て 

保健（成人） 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

2月25日（水） 10：20～11：30 保健福祉会館 
離乳食の講話と試食・絵
本の読み聞かせ  
（中期～完了期） 

生後8ヵ月～1歳6
ヵ月未満のお子さ
んとその保護者 

― 

要 

2月13日(金） 

離乳食教室 

2月13日(金) 
　26日(木） 

13日 
10：00～11：30 

26日 
10：00～11：30 
13：00～14：30

保健福祉会館 

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相談・
助産師のおっぱい相談
（26日午前のみ） 

生後2カ月～
未就園のお子
さん 

乳幼児相談 

おっぱい相談
のみ要予約。 
母子手帳をお
持ちください。 

７カ月児相談 13：00～13：15 
(受付時間） 

保健福祉会館 

はな♪はな♪おはなし
会さんの絵本の読み聞
かせ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談 

平成20年7月16日
～8月15日生まれ
のお子さん 
前回未受診のお子さん 

― ※該当児には個
人通知します。 

2月4日(水） ３歳児 
健康診査 

12：50～13：20 
（受付時間） 

保健福祉会館 
小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など 

平成17年8月1日～
9月30日生まれの
お子さん  
前回未受診のお子さん 

― ※該当児には個
人通知します。 

母子手帳をお
持ちください。 

要 3月5日（木） 
13：15～13：30 
（受付時間） 

保健福祉会館 

歯科衛生士による歯
の講話・寝かせ磨きの
指導・歯科健診・フッ
化物塗布の体験 

平成18年11月1日
～平成19年1月31
日生まれのお子
さん 

歯っぴい教室 母子手帳をお
持ちください。 

子育て支援＆保健事業カレンダー　健康管理センター（58）7373

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

2月5日（木） ２歳児のお子さん
集まれー！ 

10：30～11：30 保健福祉会館 
はな♪はな♪おはな
し会 

H17.4.2～18.4.1生

まれのお子さん 

2月19日(木） 

3月4日(水） 

毎週 
月～金曜日 

10：30～11：30 保健福祉会館 ひなかざりをつくろう ０・１歳のお子さん ― 

― 

10：00～15：00
保健福祉会館 

（幼児児童福祉室） 

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩
みの相談にも応じます。 

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎） 

― 

０．１ひろば 

子育て支援 
タイム 
「にこにこ」 

土・日・祝日は
休み 

10：30～11：30 保健福祉会館 
ベビーマッサージの
指導や育児相談など 

生後6ヵ月未
満のお子さん
とその保護者 

ベビーマッサージ 
教室 

講師：幸（ゆき）母
乳育児相談室　
助産師　中村幸
美さん  
母子手帳をお持
ちください。 

2月2日・9日・
16日(月） 

2月27日(金） 

2月5日(木） 

10：00～11：30

10：00～11：30

保健福祉会館 
手遊び、レクリエーション、
簡単なストレッチ体操、「わ」
クラブによる体操など 

40歳以上の方 ― 

9：30～11：30 保健福祉会館 

保健福祉会館 

血圧測定、検尿、健康に
関する相談 

健診の結果をもとにし
た相談 

40歳以上の方 

健康診査また
は人間ドック
を受けた方 

― 

― 

いきいき 
クラブ 

健康相談 

健診後相談 
健診結果を必ず
ご持参ください。 

毎週 
火・金曜日 
第2土曜日 

【火・金】 
13：30～16：45 
【土】 
9：00～11：45

玉城病院 

【40歳以上】 
マンモグラフィ検診・超音
波検診・医師の視触診 
【30～39歳】 
超音波検診・医師の視触診 

30歳以上の女性 要 
個別 
乳がん検診 

料金 
40歳以上：1,200円 
30～39歳：700円 
年度内は１人１回
に限ります。 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 



臨
時
職
員
募
集

（
清
掃
員
並
び
に
事
務
補
助
員
）

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
事
務
局
（
３
７
）
０
６
７
６

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
で
は
ゴ
ミ
の
収
集
を
行

う
清
掃
員
、
事
務
の
補
助
を
す
る
臨
時
事
務
補
助
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
　
集

①
臨
時
清
掃
員
（
若
干
名
）

②
臨
時
事
務
補
助
員
（
１
名
）

▼
時
　
間

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
賃
　
金

①
日
額
７
９
０
０
円

②
日
額
５
８
０
０
円

▼
資
　
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方
、
普
通
運
転

免
許
取
得
者

②
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
が
出
来
る
方

▼
期
　
間

３
月
２
日
〜
13
日

▼
応
　
募

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
事
務
局
で
配

布
の
任
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
期
間
内
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

任
用
登
録
申
請
書
提
出
時
に
面
接
を
し
て

任
用
の
決
定
を
行
い
、
通
知
し
ま
す
。

※
詳
細
は
応
募
時
に
説
明
し
ま
す
。
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教
育
た
よ
り

教
育
委
員
会
（
５
８
）
８
２
１
２

■
Ｔ
・
Ｋ
・
Ｂ（
玉
城
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

募
集

教
育
委
員
会
で
は
学
校
教
育
に
対
し
て
ご
協
力
い
た

だ
け
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
方
々
を
探
し
て
い
ま
す
。

名
称
の
と
お
り
無
償
で
児
童
・
生
徒
の
教
育
の
支
援
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

お
願
い
し
た
い
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
英
語
授
業
の
補
助

②
読
み
聞
か
せ

③
理
科
支
援

④
社
会
科
支
援

⑤
放
課
後
の
宿
題
の
支
援

⑥
図
書
館
活
動
へ
の
支
援

⑦
そ
の
他

以
上
で
す
が
決
め
ら
れ
た
時
間
や
期
間
を
制
約
す
る

の
で
は
な
く
、
都
合
の
つ
く
時
間
や
教
科
等
に
つ
い
て
、

学
校
と
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち

２
月
４
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
　
容

ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
！

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち

２
月
20
日
（
金
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

問
題
　
な
ど

※
先
着
順
で
す
の
で
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
御
了
承
く

だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
開
設

県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

上
田
郁
雄
（
２
８
）
２
８
３
５

川
元
秀
幸
（
２
１
）
３
１
２
０

▼
日
に
ち

２
月
14
日
（
土
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
　
所

い
せ
ト
ピ
ア
（
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
３
階
研
究
室
２
）
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６

２
番
地
12

T
E
L

（
２
１
）
０
９
０
０

（
予
約
不
要
）

▼
内
　
容

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不
動
産
登
記

全
般
、
会
社
の
設
立
・
増
資
・
役
員
の
変

更
な
ど
の
商
業
登
記
全
般
、
自
己
破
産
・

調
停
・
個
人
再
生
手
続
、
法
律
扶
助
の
方

法
、
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所
提
出
書
類
作

成
、
市
民
の
方
々
が
抱
え
て
い
る
身
近
な

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち

２
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
金
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員
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あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か南

勢
志
摩
児
童
相
談
所
（
２
７
）
５
１
４
３

子
ど
も
は
、
親
の
深
い
愛
情
に
つ
つ
ま
れ
て
、
家
庭
で

心
身
共
に
す
こ
や
か
に
育
つ
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
は
、
親
の
死
亡
や
病
気
、
ま
た
子
ど

も
へ
の
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。里

親
と
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情
と
誠
意
で
養
育
し
て
く
だ
さ
る

人
の
こ
と
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は
、
管
轄
の
児
童
相
談
所
に
申
請
し
、

三
重
県
か
ら
里
親
と
し
て
の
認
定
を
受
け
、
登
録
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
里
親
は
、
子
ど
も
の
養
育
を
開
始
し
た
と
き

か
ら
、
子
ど
も
の
生
活
費
と
里
親
手
当
が
三
重
県
か
ら

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
里
親
の
活
動
が
、
い
ま
社
会
で
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
人
、
里
親
制
度
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
是
非
、
児
童
相
談
所

に
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
推
進
講
演
会

県
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所
環
境
室
環
境
課

（
２
７
）
５
４
０
５

▼
日
に
ち

２
月
14
日
（
土
）

▼
時
　
間

12
時
30
分
開
場
　
13
時
講
演

▼
場
　
所

阿
児
ア
リ
ー
ナ
　
ベ
イ
ホ
ー
ル

（
志
摩
市
阿
児
町
１
０
７
４-

１
４
）

▼
講
　
演

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部

藤
枝
　
繁
　
准
教
授

「
美
し
い
海
を
守
り
た
い
　
伊
勢
湾
に
お
け
る
海
洋
ご

み
の
現
状
」

▼
主
　
催

三
重
県
・
き
れ
い
な
伊
勢
志
摩
づ
く
り
連

絡
会
議

※
入
場
　
無
料
　
申
込
不
要
。

※
会
場
収
容
を
超
え
る
場
合
等
、
入
場
を
制
限
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
生
・
受
講
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学
校
お
よ

び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容

・
高
等
学
校
普
通
科：

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し

て
３
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得
）

・
生
涯
学
習
講
座
　：

（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２

０
０
コ
ー
ス
以
上
）

▼
募
集
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科：

２
月
１
日
〜
４
月
20
日

・
生
涯
学
習
講
座
　：

通
年
申
込
可
能

▼
お
問
合
せ

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
０
６
―

８
８
８
１
ま
た
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
T
E
L
０
４
２
―
５

７
２
―
３
１
５
１
（
代
表
））
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

I n f o r m a t i o n  2  - F e b r u a r y -

『
私
た
ち
の
戦
争
体
験
』
発
刊

私たちの戦争体験

終
戦
後
六
十
三
年
が
経
過
し
、
私
た
ち
は
平

和
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
争

の
苦
し
み
や
悲
し
み
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
貴
重
な
戦
争
の
体
験
が
風
化
し
な
い
う

ち
に
、
一
つ
で
も
多
く
の
生
の
体
験
を
記
録
と

し
て
語
り
継
ぐ
た
め
、
玉
城
町
遺
族
会
が
中
心

と
な
り
、
こ
の
度
『
私
た
ち
の
戦
争
体
験
』
と

し
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
代
を
生
き
抜
い
た
町
民
の
実
体
験
を
、

１
年
が
か
り
で
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
、
様
々

な
苦
難
の
声
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
５
版
・

２
５
３
ペ
ー
ジ
で
百
名
余
り
の
体
験
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
（
購
入
価
格：

一
冊
５
０
０
円
）。

購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
T
E
L
５
８
―
６
９
１
５
）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。



ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
春
の
足
音
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

気
に
入
っ
た
本
と
の
出
会
い
で
、
心
を
温
め
、

一
足
先
に
春
を
引
き
寄
せ
ま
し
ょ
う
。

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
読
み
ご
た
え
の
あ
る

旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は

図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

海
堂
　
尊
「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ゲ
リ

ラ
の
祝
祭
」、
奥
田
英
朗
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
身
代
金
」、
小
島
英
記

「
天
下
一
の
剣
」、
京
極
夏
彦
「
南

極
か
っ
こ
人
」、湊
か
な
え「
告
白
」、

栗
原
美
和
子
「
太
郎
が
恋
を
す
る

ま
で
に
は
…
」、
畠
中
　
恵
「
つ
く

も
が
み
貸
し
ま
す
」

（
絵
　
本
）

宮
西
達
也
「
あ
い
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」、
末
吉
暁

子
他
「
も
り
の
か
く
れ
ん
ぼ
う
」、
山
下
明
生
「
ね
ず
み

の
さ
か
な
つ
り
」

（
生
　
活
）

暮
ら
し
の
裏
ワ
ザ
研
究
会
「
使
え
る
！
ラ
ク
ラ
ク
家
事

の
裏
ワ
ザ
５
５
６
」、
江
端
久
美
子
「
炊
飯
器
で
お
い
し

い
お
菓
子
＆
ふ
っ
く
ら
パ
ン
」

（
健
　
康
）

筒
井
末
春
「
専
門
医
が
や
さ
し
く
教
え
る
心
の
ス
ト
レ
ス

病
」、
無
藤
　
隆
「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
叱
り
方
」

図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館

ま
で
お
願
い
し
ま
す
（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、

購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

玉
城
町
図
書
館
（
５
８
）
８
２
１
２

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

ばなし 
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何
故
紀
伊
徳
川
家
の
財
政
は
不
如
意
で
あ
っ
た
か

そ
の
解
決
方
法
は
？

二
十
二

前
回
の
終
り
に
「
お
勝
手
不
如
意
」
の
問
題
が
出
て
き
た

の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

「
寛
文
元
年
十
二
月

殿
様
御
勝
手
御
繰
合
不
相
立
ニ
付
御
家
　
　
　

中
知
行
四
ツ
な
ら
し
」

解
説

右
の
文
は
、
一
六
六
一
年
、
今
か
ら
約
３
世
紀
半

も
前
の
、
古
記
抜
書
の
文
章
で
あ
る
。
意
味
は
、
久
野
家
老

の
家
の
財
政
収
支
の
遣
り
繰
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
れ
で
、

家
来
た
ち
の
知
行

ち
ぎ
ょ
う

（
給
与
に
相
当
す
る
も
の
）
も
、
平
均
し

て
四
割
と
な
っ
た
。

郷
土
史
家
池
山
氏
の
言
葉
に
よ
る
と
、
古
く
か
ら
の
言
い

伝
え
で
は
、
実
際
は
三
ツ
、
つ
ま
り
三
割
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

紀
伊
徳
川
家
の
家
老
の
家
来
が
、
何
故
そ
ん
な
に
支
給
さ

れ
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
は
、
色
々
な
理
由

が
あ
る
。

概
略
だ
け
説
明
を
す
る
。

①
紀
伊
徳
川
家
初
代
頼
宣
が
お
国
替
え
で
駿
府
城
主
か
ら
若

山
へ
来
た
時
に
、
引
き
連
れ
て
き
た
家
来
に
五
百
石
以
上
の

士
分
の
者
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
故
に
、
紀
伊
徳
川
家
に
毎
年
入
る
年
貢
の
七
割
が
、

家
来
た
ち
の
家
禄
や
役
禄
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
頼
宣
の
付

家
老
（
後
見
役
）
の
水
野
重
央
や
安
藤
直
次
は
元
大
名
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
徳
川
家
の
御
三
家
と
し
て
の
格
を
自
認
し
て

い
た
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
御
三
家
で
あ
っ
た
が
た
め
、
江
戸
に
は
十
箇
所
程
に
、
広

大
な
屋
敷
を
持
ち
、
徳
川
宗
家
の
接
待
が
度
々
行
わ
れ
た
。

そ
の
経
費
は
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
相
当
な
額
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

③
江
戸
の
名
物
「
火
災
」
に
、
紀
伊
徳
川
家
の
屋
敷
は
見
舞

わ
れ
て
い
る
。
最
も
立
派
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
江
戸
中
屋
敷

の
赤
坂
邸
は
、
江
戸
時
代
に
九
回
も
火
災
に
よ
り
全
焼
し
て

い
る
。
再
建
費
用
は
一
説
に
依
れ
ば
、
一
回
で
十
二
万
両
で

あ
っ
た
と
い
う
。

④
参
勤
交
代
の
際
の
往
路
経
費
・
江
戸
諸
屋
敷
の
傭
人
経

費
・
家
来
滞
在
中
の
莫
大
な
経
費
な
ど
。

⑤
徳
川
宗
家
か
ら
命
じ
ら
れ
た
工
事
・
修
復
費
用
（
江
戸
城

二
の
丸
修
復
経
費
等
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
際
限
の
な
い

よ
う
な
支
出
で
は
、「
三
ツ
」
も
当
然
で
あ
る
。

右
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
費
用
は
、
全
て
領
内
の
百
姓
の
上

納
し
た
年
貢
米
や
商
人
の
冥
加
金
・
上
納
金
等
が
原
資
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
だ
他
に
、
紀
伊
徳
川
家
の
必
要
経

費
捻
出
の
方
法
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
た
御
仕
入
役
所
・
二

分
口
前
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
山
村
農
民
の
利
益

保
護
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
経
常
利
益
が
相
当
あ
っ
た
の
で
、

途
中
か
ら
紀
伊
徳
川
家
の
財
政
充
実
の
目
的
と
化
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
て
一
般
の
人
々
の
労
働
の
結
果

か
ら
の
経
済
的
利
益
が
①
か
ら
⑤
の
項
目
を
全
う
す
る
た
め

の
経
費
捻
出
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
紛
れ
の
な

い
事
実
で
あ
る
。

現
在
、
文
化
財
と
し
て
、
残
さ
れ
て
い
る
各
種
の
建
築

物
・
芸
能
・
遺
跡
等
も
、
全
て
当
時
の
一
般
の
人
々
の
汗
の

賜
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

寺
院
・
城
郭
・
庭
園
・
歌
舞
伎
・
詩
歌
等
学
問
を
含
め
、

芸
能
全
般
の
有
形
、
無
形
の
文
化
遺
産
は
、
特
定
の
個
人
の

財
産
で
は
な
く
、
私
達
の
先
祖
の
人
々
が
流
し
た
汗
の
結
果

な
の
で
あ
る
。

現
代
と
い
う
時
点
か
ら
、
歴
史
を
認
識
す
る
時
、
以
上
の

こ
と
を
顧
慮
せ
ず
に
記
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
社
会
事
象
を
均
衡
感
覚
で
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
と
は

言
い
が
た
い
。
現
代
社
会
を
語
る
時
、
世
に
蠢う

ご
め

く
人
々
を
対

象
と
せ
ず
総
理
や
大
臣
の
経
歴
・
功
績
、
法
律
等
の
説
明
等

だ
け
が
、
歴
史
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
記
録
と
し

て
は
重
要
で
あ
る
が
、
歴
史
の
核
心
と
は
言
い
が
た
い
。

【
原
作
提
供
者
　
加
納
利
和
】
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T a m a k i  T o p i c s

無料スクールバス  

玉城町内運行中！ 

〒519-0503　伊勢市小俣町元町1648-10  
 Web： http://www.safety-nanbu.com　　 

有 料 広 告

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）                  
1月31日～                  
・はなはなおはなし会（ゼロイチひろば）                  
・まなびぃすとセミナー                  
・４歳児親子のつどい（田丸保育所）　　　など             
2月7日～                                 
・まっちゃんとあそぼう（下外城田保育所）                  
・勝田流能講演会　　　　　　　  
2月14日～                 
・確定申告作成教室                  
・カラフルらいおん　　　 　　　　　　 など     
2月21日～ 
・玉城町社会福祉大会のようす       　　     　  など    

行政・広報番組、企画・特別編集番組など                 
2月1日～                  
・認知症サポーター養成講座                     

2月16日～                                 
・有田小学校創立百周年記念式典   

役場職員が町の事業紹介、お知らせなど 
2月5日～                  
・水道事業について                              
2月20日～                                  
・教育委員会からのお知らせ                 

町のお知らせ番組（音声付文字情報）                 
・番組の紹介、行政情報など                   

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。 
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。 

CATV
10ch
CATV
10ch

番組に対するお問合せ 

放送に対するお問合せ 

総務課　　　　　　　TEL 58-8200

（株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
45

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

知っ得、納得①
知っ得、納得②
ちょっとたまき①
ちょっとたまき②

ビデオレポート 

特別番組 

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 

ビデオレポート（毎週土曜日更新） 

特別番組（毎月1日・16日更新） 

知っ得、納得（毎月5日・20日更新） 

ちょっとたまき（毎週土曜日更新） 

議会放送（当日終了まで） 

1月25日～2月24日 

注意：番組は予告なく変更する場合があります。 



診療案内 玉城病院  TEL 58-3039

午前 8：45 

12：00
〜
 

午後 3：00 

5：00
〜
 

水曜日は6：00まで 

曜日 

診療科目 
診療時間 月 

内　科 小　林 小　林 小　林 杉　浦 

本泉院長 

関　口 

松　尾 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

関　口 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

急病の場合は 
お電話で 

お問合せください。 

三重大学 
整形外科 休診 

三重大学 
外科 

9：00～12：00

三重大学 
皮膚科 

小　林 小　林 

安　田 

安　田 

5：00～6：00
小　林 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

外　科 

整形外科 

特殊外来 

内　科 

外　科 

火 水 木 金 土・日・祝日 

≪休日・夜間はこちらへ≫ 伊勢市休日・夜間応急診療所 
伊勢市八日市場町13-1（伊勢市福祉健康センター内）内科・小児科 TEL25-8795，歯科 TEL27-0829 
※診察を受けられる方は、必ず保険証をご持参ください。 

学会等の都合により変更(休診・代診)となる場合がございますのでご了承ください。 

有 料 広 告  

（平成20年12月31日現在） 人口 
男 

女 

世帯数 

第430号　平成21年2月号　編集：広報たまき編集委員会 
発行：玉城町役場総務課 
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2 
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp 
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

15,301人（+39人） 

7,477人（+15人） 

7,824人（+24人） 

4,975世帯（+10世帯） 

 

（ 　）は12月1日以降の増減 

TEL 58 - 8200   FAX 58 - 4494 

TEL 58 - 8200 

TEL 58 - 8201 

TEL 58 - 8203 

TEL 58 - 8207 

TEL 58 - 8205 

TEL 58 - 8204 

TEL 58 - 8210 

TEL 58 - 8211 

TEL 58 - 8212   FAX 58 - 7588 

TEL 58 - 3039   FAX 58 - 7299 

 

TEL 58 - 3770   FAX 58 - 3790

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

編 集 後 記  

　華やかな晴れ着や雄々しいスーツ姿が
集まり、１月11日に行われた平成21年玉
城町成人式。新成人代表の見並爵之（たか
ゆき）さんから「誓いの言葉」が、加藤教育
委員長を前に堂々と告げられました。 
　新成人205人のみなさん、おめでとう
ございます。 撮影:広報編集委員会　上村幸弘 

■玉城町役場 

　●総務課 

　●税務住民課 

　●生活福祉課 

　●上下水道課 

　●建設産業課 

　●農林商工課 

　●出納室 

　●議会事務局 

　●教育委員会（村山龍平記念館） 

■玉城病院 

■ケアハイツ玉城 

　●介護老人保健施設 

 

 

　●訪問看護ステーション 

　●訪問介護ステーション 

　●居宅介護支援事業所  

■健康管理センター  

   （地域包括支援センター・子育て総合支援室) 

■保健福祉会館 

■社会福祉協議会 

■中央公民館 

■アスピア玉城 

　●玉城ふれあいの館 

　●ふるさと味工房 アグリ 

■さくら児童館 

■梅がおか児童館  

■いなほの郷児童クラブ室 

 

 

TEL 58 - 8822 

TEL 58 - 7373   FAX 58 - 7625 

　 

TEL 58 - 8000  

TEL 58 - 6915   FAX 58 - 6916 

TEL 58 - 6331   FAX 58 - 7755 

 

TEL 58 - 8800   FAX 58 - 8801 

TEL 58 - 8686 

TEL 58 - 8527   FAX 58 - 8528 

TEL 58 - 8345   FAX 58 - 8346 

TEL 58 - 3956   FAX 58 - 3956 

　　　　   TEL 58-8213休日・夜間当直室 

TEL 58 - 8117｝ 

広報たまき 

お 知 ら せ  お 知 ら せ  

Mie Tamaki Town
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